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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
犯
し
た
農
地
法
に
係
る
違
法
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
九
年
四
月
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 
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久 

保 

三 

郎 

 

一 

 



 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
空
港
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
千
葉
港
頭
・
成
田
空
港
間
の
い
わ
ゆ
る
本
格
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
施
設
及
び
成
田
市
の
土
屋
・
吉
倉
間
の
い
わ
ゆ
る
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、

農
地
法
に
い
う
農
地
転
用
に
係
る
許
可
を
受
け
ず
に
設
置
工
事
に
着
手
し
た
。
農
地
法
第
九
十
二
条
に
よ
れ
ば
、

か
か
る
違
法
行
為
に
対
し
て
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
四
十
九
年
三
月
八
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
氏
の
空

港
公
団
の
犯
し
た
違
法
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
運
輸
大
臣
徳
永
正
利
氏
は
、
「
と
に
か
く
法
律
が
あ
る
限 

り
に
お
い
て
は
、
法
は
守
つ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
述
べ
、
法
を
遵
守
す

る
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。 

 
そ
こ
で
空
港
公
団
に
係
る
か
か
る
事
態
の
存
否
、
違
法
性
の
有
無
並
び
に
関
係
す
る
刑
事
及
び
行
政
責
任
に
つ 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
犯
し
た
農
地
法
に
係
る
違
法
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 

暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
の
建
設
工
事
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
付
け
を
も
つ
て
開
始
さ
れ
た
。
工
事

は
、
ま
ず
測
量
作
業
か
ら
始
め
、
続
い
て
地
質
調
査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
）
に
す
す
み
、
更
に
資
材
搬
入
の
た

め
の
工
事
用
道
路
の
建
設
工
事
と
続
き
、
そ
の
後
本
格
的
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
埋
設
工
事
に
入
る
と
の
こ
と
で
あ

つ
た
。 

い
て
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
い
。 

(4) 

必
要
と
な
る
法
手
続
が
す
べ
て
完
了
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
事
に
着
手
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ 

(3) 

な
ぜ
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
付
け
を
も
つ
て
工
事
に
着
手
し
た
の
か
。 

(2) 

着
工
が
遅
れ
た
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。 

(1) 

「
千
葉
が
だ
め
な
ら
成
田
が
あ
る
さ
」
と
い
う
こ
と
で
、
成
田
空
港
の
航
空
燃
料
を
暫
定
輸
送
計
画
に
よ
り

確
保
す
る
と
い
う
方
針
が
決
定
し
て
か
ら
一
年
以
上
も
着
工
が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。
か
か
る
理
由
を
個
別

的
に
で
き
る
だ
け
詳
細
に
列
挙
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

二 

暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
六
日
付
け
を
も
つ
て
中
止
さ
れ
た
。 

(2) 

成
田
市
農
業
委
員
会
は
、
空
港
公
団
に
対
し
、「
原
状
変
更
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
旨
勧
告
し
た
理
由
及
び

そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

い
か
な
る
理
由
で
空
港
公
団
は
建
設
工
事
を
中
止
し
た
か
。 

(7) 

空
港
公
団
総
裁
は
、
空
港
公
団
理
事
以
下
の
各
担
当
部
局
が
相
互
に
効
果
的
な
関
係
を
保
ち
う
る
よ
う
に

業
務
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(6) 

空
港
公
団
の
法
手
続
担
当
責
任
者
に
、
そ
の
責
任
に
堪
え
る
人
材
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る 

が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(5) 
計
画
時
よ
り
着
工
ま
で
に
一
年
以
上
の
猶
予
が
あ
り
、
こ
の
間
に
必
要
な
法
手
続
は
、
そ
の
意
思
さ
え
あ

れ
ば
、
す
べ
て
完
了
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
で
き
な
か
つ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

た
い
。 

五 

 



 

(8) 

空
港
公
団
が
、
成
田
市
農
業
委
員
会
か
ら
再
度
始
末
書
を
要
求
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。 

(7) 

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
六
日
、
成
田
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
空
港
公
団
副
総
裁
が
、
「
今
回
転
用

許
可
を
得
な
い
ま
ま
工
事
を
す
す
め
た
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
の
立
場
を
け
が
し
た
こ
と
ば
か
り
か
、
公
団

の
信
用
を
も
傷
つ
け
た
こ
と
に
な
り
、
全
く
申
し
訳
な
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。
今
後
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
」
旨
陳
謝
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
山
本
力
蔵
副
総
裁
に
係
る
こ
の
よ

う
な
発
言
は
事
実
か
。 

(6) 

か
か
る
始
末
書
は
、
誰
か
ら
誰
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
か
。 

(5) 

か
か
る
始
末
書
の
要
旨
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(4) 
空
港
公
団
は
、
成
田
市
農
業
委
員
会
に
始
末
書
を
提
出
し
た
理
由
、
法
的
根
拠
、
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

(3) 
空
港
公
団
は
、
成
田
市
農
業
委
員
会
に
始
末
書
を
な
ぜ
要
求
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
い
つ
か
。 

六 

 



 

四 

次
に
、
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
に
関
係
す
る
農
地
転
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
建
設
以
前
に
行
わ
れ
た
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
に
お
い
て
も
、
空
港
公
団
は
農
地
の
転
用
許
可 

三 

次
に
、
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
に
関
係
す
る
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

(4) 

空
港
公
団
は
、
こ
の
よ
う
な
農
地
転
用
に
係
る
事
態
に
つ
い
て
、
監
督
官
庁
で
あ
る
運
輸
省
に
報
告
を
し

た
か
。
そ
の
時
期
及
び
内
容
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(3) 

(2)
の
う
ち
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
用
い
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
す
べ

て
を
列
挙
さ
れ
た
い
。 

(2) 

か
か
る
農
地
転
用
の
許
可
は
全
部
で
何
件
か
。 

(1) 

空
港
公
団
は
、
か
か
る
農
地
転
用
の
許
可
を
い
つ
得
た
か
。 

(9) 
(8)
に
お
け
る
始
末
書
に
つ
い
て
、
そ
の
要
旨
、
提
出
し
た
時
期
、
あ
て
先
及
び
責
任
者
名
を
そ
れ
ぞ
れ
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

五 

次
に
、
空
港
公
団
の
犯
し
た
農
地
法
に
係
る
違
法
行
為
に
関
す
る
刑
事
責
任
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

(2) 

通
常
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
の
法
手
続
の
簡
略
化
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
法
律
に
そ
の
旨
の
明
文
化
さ 

(1) 

緊
急
を
要
す
る
公
共
事
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
手
続
を
無
視
し
て
よ
い
と
す
る
理
由
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

(3) 

空
港
公
団
は
、
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
犯
し
た
あ
や
ま
り
を
、
な
ぜ
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
繰
り
返
し
た

か
。
空
港
公
団
の
も
つ
組
織
的
欠
陥
の
ゆ
え
な
の
か
。 

(2) 

か
か
る
事
態
が
発
覚
し
た
と
き
、
空
港
公
団
は
関
係
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
ど
の
よ
う
な
処
置
を
講
じ

た
か
。 

(1) 
か
か
る
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
な
い
で
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。
そ
の
す
べ
て
を
列
挙
さ

れ
た
い
。 

を
受
け
な
い
で
工
事
に
着
手
し
た
。 

八 

 



 

六 

次
に
、
空
港
公
団
の
犯
し
た
農
地
法
に
係
る
違
法
行
為
に
関
す
る
行
政
責
任
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
空
港
公 

(5) 

い
つ
ま
で
に
告
発
を
行
わ
せ
る
の
か
。 

(4) 

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
官
吏
又
は
公
吏
は
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯

罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
関
係
す
る
官
僚
に
告
発
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
空
港
公
団
に
よ
る
か
か
る
違
法
行
為
に
対
し
て
、
告
発
人
と
な
る
べ
き
官
僚
は
、
そ
の
監

督
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
運
輸
省
か
、
そ
れ
と
も
農
地
法
の
所
管
に
係
る
農
林
省
が
適
当
か
、
政
府
の
見

解
は
ど
う
か
。 

(3) 

か
か
る
違
法
行
為
に
は
、
農
地
法
第
九
十
二
条
に
よ
り
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
旨
の
罰
則
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
違
法
行
為
（
犯
罪
）
が
時
効
と
な
る
期
限
は
い
つ
か
。 

れ
た
規
定
が
あ
る
が
、
明
文
化
さ
れ
た
規
定
が
な
く
て
も
法
手
続
を
無
視
し
て
も
よ
い
場
合
は
い
か
な
る
場

合
か
。 

九 

 



 

七 

暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
係
す
る
農
地
の
転
用
許
可
は
、
千
葉
県
知
事
に
よ
り
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
七

日
に
行
わ
れ
、
成
田
市
農
業
委
員
会
よ
り
同
月
十
九
日
に
空
港
公
団
に
通
達
さ
れ
た
。 

(1) 

暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
は
、
緊
急
を
要
す
る
公
共
事
業
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

空
港
公
団
が
そ
の
内
部
で
処
分
を
行
う
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
監
督
責
任
を
有
す
る
運
輸
大
臣
は
か
か
る

違
法
行
為
に
対
し
て
行
政
上
ど
の
よ
う
な
処
置
を
講
じ
た
か
。 

(1) 

か
か
る
発
言
は
通
常
、
責
任
能
力
を
有
す
る
者
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
関
係
者
の
処
分
」
は
、
現

在
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

団
総
裁
今
井
榮
文
氏
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
六
日
、
千
葉
県
議
会
の
総
務
・
企
画
、
土
木
・
都
市
両
委
員

会
協
議
会
に
出
席
し
、
か
か
る
違
法
行
為
に
つ
い
て
私
自
身
を
含
め
関
係
者
の
処
分
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

旨
述
べ
て
い
る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

(2) 
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
中
止
さ
れ
た
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
工
事
が
、
許
可

を
受
け
て
も
す
ぐ
開
始
さ
れ
な
か
つ
た
理
由
は
何
か
。
急
い
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
か
。 

(3) 

な
ぜ
、
空
港
公
団
は
成
田
市
農
業
委
員
会
及
び
千
葉
県
農
業
会
議
に
農
地
転
用
の
許
可
を
い
そ
が
せ
た
の

か
。 

八 

空
港
公
団
に
、
新
東
京
国
際
空
港
を
適
法
に
設
置
す
る
能
力
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
、
理
由
を

実
態
に
即
し
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
い
。 

九 

空
港
公
団
が
内
部
的
に
的
確
に
マ
ネ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
、
理
由
を
実
態
に
即
し

て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


